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１１１１．．．．    主主主主要要要要業業業業績績績績

（１） 保有契約高　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千件、億円、％）

平成１５年度上半期末 平成１４年度上半期末 平成１４年度末

件  数 金  額区　　分

前年同期比 前年同期比
件  数 金  額 件  数 金  額

個 人 保 険 142 106.0 11,997 104.8 134 11,447 138 11,761

個人年金保険 3 98.7 159 98.4 3 162 3 162

団 体 保 険 － － 1,978 77.5 － 2,553 － 2,610

団体年金保険 － － － － － － － －

（注）個人年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約
の責任準備金を合計したものです。

　　　　　

（２） 新契約高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千件、億円）

平成１５年度上半期 平成１４年度上半期 平成１４年度

件 数
新契約＋
転換によ
る純増加 新契約 転換によ

る純増加
件 数

新契約＋
転換によ
る純増加 新契約 転換によ

る純増加
件 数

新契約＋
転換によ
る純増加 新契約 転換によ

る純増加

個 人 保 険 12 1,072 1,072 － 16 1,324 1,324 － 30 2,473 2,473 －

個人年金保険 0 4 4 － 0 6 6 － 0 13 13 －

団 体 保 険 － 119 119 － 934 934 － 1,009 1,009

団体年金保険 － － － － － － － － －

       （注）１．件数は、新契約に転換後契約を加えた数値です。 
           ２．新契約・転換による純増加の個人年金保険の金額は年金支払開始時における年金原資です。

（３） 主要収支項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円，％）

区　　分 平成１５年度上半期
前年同期比

平成１４年度上半期 平成１４年度

保険料等収入 14,021 109.7 12,786 26,612

資産運用収益 713 140.1 509 1,099

保険金等支払金 4,408 114.4 3,852 8,357

資産運用費用 24 1106.2 2 3

（４） 総資産　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円，％）

区　　分 平成１５年度上半期末
前年同期比

平成１４年度上半期末 平成１４年度末

総 資 産 76,471 123.0 62,165 71,108
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２２２２．．．．平平平平成成成成１１１１５５５５年年年年度度度度上上上上半半半半期期期期のののの一一一一般般般般勘勘勘勘定定定定資資資資産産産産のののの運運運運用用用用状状状状況況況況

（１） 運用環境

  平成15年度上半期の日本経済は、期初は国内需要に明確な回復の動きが見られず概ね横這いの動きが続きま

したが、8月に入ると米国を中心とした海外経済の回復基調を背景に輸出環境が徐々に好転し始め、企業の業況

感も改善するなど製造業を中心に徐々に回復傾向となりました。

  国内長期金利は新年度入り後、銀行や機関投資家による積極的な投資姿勢から6月半ばには過去最低水準とな

る0.43％まで低下しましたが、その後利益確定売りなどから金利は急上昇、世界的に経済が回復基調となる中で

9月には1.675％まで上昇し、期末は1.38％となりました。

  株式相場は世界的なデフレ懸念や需給環境の悪さから軟調な展開が続き、日経平均株価は4月にはバブル経済

崩壊後の最安値を更新する7,603円76銭まで下落しました。しかしその後は欧米株価に連れるかたちで上昇を続

ける中、国内の金融システム不安の後退、景況感の改善から海外投資家の本邦株式投資が活発化し、9月には

11,160円19銭まで上昇、期末は10,219円05銭となりました。

（２） 運用方針

  当社は生保事業の社会性および保険商品（負債）の特性を考慮し、安全性を優先して長期的・安定的に収益確

保を図ることを基本方針として資産運用を行っています。

  このため、債券につきましては、信用リスク軽減のため格付けの高い国内の公社債を中心としてポートフォリ

オに組入れております。

  株式の新規投資につきましては、運用を見合わせております。

  また、保険約款貸付金以外の融資および不動産投資につきましては、引き続き運用を見合わせております。

       

（３） 運用実績の概況

  平成15年度上半期末の総資産は、前期末比5,362百万円増加し76,471百万円となりました。

  上記運用方針に沿って、増加資産の大半を国内の長期債券を中心に運用した結果、資産運用関係収益は713百

万円、資産運用関係費用は24百万円となりました。

  上半期末の主な資産構成は、国内公社債が62,729百万円（82.0％）、株式が4,233百万円（5.5％）、現預金・

コールローンが3,995百万円（5.2％）となりました。
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３３３３．．．．資資資資産産産産運運運運用用用用のののの実実実実績績績績（（（（一一一一般般般般勘勘勘勘定定定定））））

（１） 資産の構成　　　　　
                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（単位：百万円，％）

平成１５年度上半期末 平成１４年度上半期末 平成１４年度末
区　　　分

金　額 占　率 金　額 占　率 金　額 占　率
現 預 金 ･ ｺ - ﾙ ﾛ - ﾝ 3,995 5.2 3,554 5.7 4,440 6.2
買 現 先 勘 定 ― ― ― ― ― ―
債券貸借取引支払保証金 ― ― ― ― ― ―
買 入 金 銭 債 権 ― ― ― ― ― ―
商 品 有 価 証 券 ― ― ― ― ― ―
金 銭 の 信 託 498 0.7 ― ― ― ―
有 価 証 券 66,962 87.6 54,369 87.5 61,893 87.0
公 社 債 62,729 82.0 50,398 81.1 58,449 82.2
株 　 式 4,233 5.5 3,971 6.4 3,443 4.8
外 国 証 券 ― ― ― ― ― ―
公 社 債 ― ― ― ― ― ―
株 式 等 ― ― ― ― ― ―

そ の 他 の 証 券 ― ― ― ― ― ―
貸 付 金 2,464 3.2 1,806 2.9    2,142 3.0
不 動 産 3 0.0 3 0.0 3 0.0
繰 延 税 金 資 産 ― ― ― ― ― ―
そ の 他 2,547 3.3 2,435 3.9 2,629 3.7
貸 倒 引 当 金 ▲0 ▲0.0 ▲3 ▲0.0 ▲0 ▲0.0
合 計 76,471 100.0 62,165 100.0 71,108 100.0
う ち 外 貨 建 資 産 ― ― ― ― ― ―

　　　 

（２） 資産の増減　　　　
                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

区　　　分 平成１５年度上半期 平成１４年度上半期 平成１４年度

現 預 金 ･ ｺ - ﾙ ﾛ - ﾝ ▲445 ▲157 728
買 現 先 勘 定 ― ― ―
債券貸借取引支払保証金 ― ― ―
買 入 金 銭 債 権 ― ― ―
商 品 有 価 証 券 ― ― ―
金 銭 の 信 託 498 ― ―
有 価 証 券 5,069 7,230     14,754
公 社 債 4,279 7,609 15,661
株 　 式 789 ▲379 ▲906
外 国 証 券 ― ― ―
公 社 債 ― ― ―
株 式 等 ― ― ―

そ の 他 の 証 券 ― ― ―
貸 付 金 322 299 635
不 動 産 ▲0 ▲0 ▲0
繰 延 税 金 資 産 ― ― ―
そ の 他 ▲81 ▲162 31
貸 倒 引 当 金 0 ▲0 1
合 計 5,362 7,209 16,152

う ち 外 貨 建 資 産 ― ― ―
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（３） 資産運用収益
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区　　　分 平成１５年度上半期 平成１４年度上半期 平成１４年度
利 息 及 び 配 当 金 等 収 入 577 474 1,025
預 貯 金 利 息 0 0 0
有価証券利息・配当金 546 450 971
貸 付 金 利 息 31 23 53
不 動 産 賃 貸 料 ― ― ―
そ の 他 利 息 配 当 金 0 ― 0

商 品 有 価 証 券 運 用 益 ― ― ―
金 銭 の 信 託 運 用 益 ― ― ―
売買目的有価証券運用益 ― 0 0
有 価 証 券 売 却 益 135 35 73
国 債 等 債 券 売 却 益 135 35 73
株 式 等 売 却 益 ― ― ―
外 国 証 券 売 却 益 ― ― ―
そ の 他 ― ― ―

有 価 証 券 償 還 益 ― ― ―
金 融 派 生 商 品 収 益 ― ― ―
為 替 差 益 ― ― ―
そ の 他 運 用 収 益 ― ― ―

合　　　　　計 713 509 1,099

（４） 資産運用費用　　　　　
（単位：百万円）

区　　　分 平成１５年度上半期 平成１４年度上半期 平成１４年度
支 払 利 息 0 1 1
商 品 有 価 証 券 運 用 損 ― ― ―
金 銭 の 信 託 運 用 損 1 ― ―
売買目的有価証券運用損 ― ― ―
有 価 証 券 売 却 損 21 ― 0
国 債 等 債 券 売 却 損 21 ― 0
株 式 等 売 却 損 ― ― ―
外 国 証 券 売 却 損 ― ― ―
そ の 他 ― ― ―

有 価 証 券 評 価 損 ― ― ―
国 債 等 債 券 評 価 損 ― ― ―
株 式 等 評 価 損 ― ― ―
外 国 証 券 評 価 損 ― ― ―
そ の 他 ― ― ―

有 価 証 券 償 還 損 ― ― ―
金 融 派 生 商 品 費 用 ― ― ―
為 替 差 損 ― ― ―
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ― 0 ―
貸 付 金 償 却 ― ― ―
賃貸用不動産等減価償却費 ― ― ―
そ の 他 運 用 費 用 1 0 1

合　　　　　計 24 2 3
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（５） 売買目的有価証券の評価損益
（単位：百万円）

平成１５年度上半期末 平成１４年度上半期末 平成１４年度末

区　　分
貸借対照表計上額

当期の損益に含
まれた評価損益

貸借対照表計上額
当期の損益に含
まれた評価損益

貸借対照表計上額
当期の損益に含
まれた評価損益

売買目的有価証券 498 ▲1 ― ― ― ―

（注）本表には、「金銭の信託」等の売買目的有価証券を含みます。

（６） 有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの）

（単位：百万円）
平成１５年度上半期末 平成１４年度上半期末

差　損　益 差　損　益区　　分
帳 簿 価 額 時 価

うち差益 うち差損
帳簿価額 時 価

うち差益 うち差損

満期保有目的の債券 27,341 27,609 268 1,061 793 17,515 18,664 1,148 1,148 ―

責任準備金対応債券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

子会社・関連会社株式 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他有価証 券 36,623 39,621 2,997 3,363 366 33,386 36,853 3,467 3,471 4

公 社 債 34,405 35,387 981 1,332 350 31,167 32,882 1,714 1,714 0

株 式 2,218 4,233 2,015 2,030 15 2,218 3,971 1,752 1,756 4

外 国 証 券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

公 社 債 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

株 式 等 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他の証券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

買入金銭債権 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

譲 渡 性 預 金 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

そ の 他 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

　合　　　   計　 63,965 67,231 3,265 4,424 1,159 50,901 55,517 4,615 4,620 4

公 社 債 61,747 62,997 1,249 2,393 1,143 48,683 51,546 2,862 2,863 0

株 式 2,218 4,233 2,015 2,030 15 2,218 3,971 1,752 1,756 4

外 国 証 券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

公 社 債 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

株 式 等 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

そ の 他 の 証 券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

買 入 金 銭 債 権 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

譲 渡 性 預 金 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

そ の 他 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
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                （単位：百万円）
平成１４年度末

差　損　益区　　分
帳 簿 価 額 時 価

うち差益 うち差損

満期保有目的の債券 22,110 25,493 3,382 3,382 ―

責任準備金対応債券 ― ― ― ― ―

子会社・関連会社株式 ― ― ― ― ―

その他有価証 券 34,672 39,782 5,109 5,128 19

公 社 債 32,454 36,338 3,884 3,884 ―

株 式 2,218 3,443 1,225 1,244 19

外 国 証 券 ― ― ― ― ―

公 社 債 ― ― ― ― ―

株 式 等 ― ― ― ― ―

その他の証券 ― ― ― ― ―

買入金銭債権 ― ― ― ― ―

譲 渡 性 預 金 ― ― ― ― ―

そ の 他 ― ― ― ― ―

　合　　　   計　 56,783 65,276 8,492 8,511 19

公 社 債 54,565 61,832 7,266 7,266 ―

株 式 2,218 3,443 1,225 1,244 19

外 国 証 券 ― ― ― ― ―

公 社 債 ― ― ― ― ―

株 式 等 ― ― ― ― ―

そ の 他 の 証 券 ― ― ― ― ―

買 入 金 銭 債 権 ― ― ― ― ―

譲 渡 性 預 金 ― ― ― ― ―

そ の 他 ― ― ― ― ―

（注）本表には、ＣＤ（譲渡性預金）等、証券取引法上の有価証券に準じた取扱いを

     行うことが適当と認められるものを含んでいます。

 

・時価のない有価証券は保有していません。
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（７） 金銭の信託の時価情報
      （単位：百万円）

平成１５年度上半期末 平成１４年度上半期末

差損益 差損益区　　分 貸借対照表

計 上 額
時 価

うち差益 うち差損

貸借対照表

計 上 額
時 価

うち差益 うち差損

金 銭 の 信 託 498 498 ― ― ― ― ― ― ― ―

平成１４年度末

   差損益区　　分 貸借対照表

計 上 額
時 価

うち差益 うち差損

金 銭 の 信 託 ―    ― ― ― ―

・売買目的の金銭の信託

（単位：百万円）

平成１５年度上半期末 平成１４年度上半期末

区　　分
貸借対照表計上額

当期の損益に含まれた
評 価 損 益 貸借対照表計上額

当期の損益に含まれた
評 価 損 益

売買目的有価証券 498 ▲1 ― ―

平成１４年度末

区　　分
貸借対照表計上額

当期の損益に含まれた
評 価 損 益

売買目的有価証券 ― ―

・満期保有目的債券・責任準備金対応債券・その他有価証券の金銭の信託 　　　　　　　

  該当ありません。
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４４４４．．．．上上上上半半半半期期期期報報報報告告告告貸貸貸貸借借借借対対対対照照照照表表表表
（単位：百万円，％）

平成１５年度上半期末
（平成１５年９月３０日現在）

平成１４年度上半期末
（平成１４年９月３０日現在）

平成１４年度末要約貸借対照表
（平成１５年３月３１日現在）

期　別

科　目 金　　　　　額 構成比 金　　　　　額 構成比 金　　　　　額 構成比

（（（（　　　　　　　　資資資資産産産産のののの部部部部　　　　　　　　））））

現 金 及 び 預 貯 金       ３，９９５ 5.2       ３，５５４ 5.7       ４，４４０   6.2

金 銭 の 信 託          ４９８ 0.7          ― ―             ― ―

有 価 証 券   ６６，９６２ 87.6   ５４，３６９ 87.5     ６１，８９３  87.0

   （　　うち国 債　 ） （  ５４，６９２） （  ４２，３０２）  （  ５０，１４５）

   （　  う ち 地 方 債     　  ） （    ５，８９０） （    ６，００１） （    ６，０８０）

   （　　うち社 債　 ） （    ２，１４６） （    ２，０９３） （    ２，２２３）

   （　　うち株 式　 ） （    ４，２３３） （    ３，９７１） （    ３，４４３）

貸 付 金    ２，４６４ 3.2    １，８０６ 2.9      ２，１４２   3.0
保 険 約 款 貸 付    ２，４６４ 3.2    １，８０６ 2.9      ２，１４２   3.0

不 動 産 及 び 動 産         ２３ 0.0         ２７ 0.0           ２４    0.0
（　　うち不動産　　） （          ３） （          ３） （          ３）

代 理 店 貸 ７ 0.0 １０ 0.0           １４   0.0
再 保 険 貸 ３０ 0.0 １ 0.0           ２０   0.0

そ の 他 資 産 ２，４８９ 3.3 ２，３９９ 3.9      ２，５７３   3.6
貸 倒 引 当 金 ▲ ０ 0.0 ▲ ３ 0.0          ▲ ０   0.0

資 産 の 部 合 計 ７６，４７１ 100.0 ６２，１６５ 100.0 ７１，１０８    100.0

   （単位：百万円，％）
平成１５年度上半期末

（平成１５年９月３０日現在）
平成１４年度上半期末

（平成１４年９月３０日現在）
平成１４年度末要約貸借対照表
（平成１５年３月３１日現在）

期　別

科　目 金　　　　　額 構成比 金　　　　　額 構成比 金　　　　　額 構成比

（（（（　　　　　　　　負負負負債債債債のののの部部部部　　　　　　　　））））

保 険 契 約 準 備 金   ６３，３８９   82.9   ４８，６７４   78.3  ５６，４４８  79.4

（　うち責任準備金　） （　６２，３８７） （　４７，９６１） （ ５５，２９２）

代 理 店 借       １７５   0.2       １７３   0.3        １７５  0.2

再 保 険 借        ６３  0.1        ３９  0.1         ３２  0.0

そ の 他 負 債       ５３９  0.7       ７４１  1.2        ４０４  0.6

価 格 変 動 準 備 金        ７３  0.1        ５６  0.1         ５７  0.1

繰 延 税 金 負 債      ８０８  1.1      ８７５  1.4     １，５３３  2.2

負 債 の 部 合 計 ６５，０５１   85.1 ５０，５６０   81.3 ５８，６５２  82.5

（（（（　　　　　　　　資資資資本本本本のののの部部部部　　　　　　　　））））

資 本 金 １０，０００ 13.1 １０，０００ 16.1 １０，０００ 14.1

利 益 剰 余 金   ▲ ４９３ ▲0.6   ▲ ６０８ ▲1.0   ▲ ８０６ ▲1.1

前 期 繰 越 損 失 （ ▲ ）   ▲ ８０６ ▲1.1   ▲ ８９９ ▲1.4   ▲ ８９９ ▲1.3

半 期 収 支 残 高      ３１３ 0.4      ２９０ 0.5      ９２ 0.1

株 式 等 評 価 差 額 金  １，９１３ 2.5  ２，２１３ 3.6  ３，２６２ 4.6

資 本 の 部 合 計 １１，４２０ 14.9 １１，６０５ 18.7 １２，４５５ 17.5

負 債 及 び 資 本 の 部 合 計 ７６，４７１ 100.0 ６２，１６５ 100.0 ７１，１０８ 100.0

（注）平成１４年度末要約貸借対照表の半期収支残高は当期利益を示しています。
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５５５５．．．．上上上上半半半半期期期期報報報報告告告告損損損損益益益益計計計計算算算算書書書書

   （単位：百万円，％）

平成１５年度上半期

平成１５年４月１日から

平成１５年９月３０日まで

平成１４年度上半期

平成１４年４月１日から

平成１４年９月３０日まで

平成１４年度要約損益計算書

平成１４年４月１日から

平成１５年３月３１日まで

期　別

科　目
金　　　　　額 百分比 金　　　　　額 百分比 金　　　　　額 百分比

経 常 収 益      １５，０６２ 100.0      １３，６７２ 100.0 ２８，４０８ 100.0

保 険 料 等 収 入      １４，０２１ 93.1      １２，７８６ 93.5 ２６，６１２ 93.7

( う ち 保 険 料 ）  （ １３，９１３）  （ １２，７６４） （ ２６，５３２）

資 産 運 用 収 益           ７１３     4.7           ５０９     3.7 １，０９９  3.9

（うち利息及び配当金等収入） （ ５７７） （ ４７４） （ １，０２５）

（うち売買目的有価証券運用益） （ －） （ ０） （ ０）

（ う ち 有 価 証 券 売 却 益 ） （ １３５） （ ３５） （ ７３）

そ の 他 経 常 収 益           ３２７   2.2           ３７５   2.7 ６９６  2.5

経 常 費 用      １４，４０３ 95.6      １２，９７３ 94.9 ２７，９８１  98.5

保 険 金 等 支 払 金        ４，４０８  29.3        ３，８５２  28.2 ８，３５７  29.4

（ う ち 保 険 金 ） （ １，２２２） （ １，２８３） （ ２，３００）

（ う ち 年 金 ） （ ２０） （ １５） （ ４０）

（ う ち 給 付 金 ） （ ５７５） （ ３８２） （ １，４２３）

（ う ち 解 約 返 戻 金  ） （ ２，４２６） （ ２，０３８） （ ４，３１４）

（ う ち そ の 他 返 戻 金  ） （ １５） （ １２） （ １９）

責 任 準 備 金 等 繰 入 額       ７，０９５  47.1       ６，３３４  46.3 １３，６６５  48.1

（うち責任準備金繰入額） （ ７，０９５） （ ６，３３４） （ １３，６６５）

資 産 運 用 費 用            ２４  0.2              ２  0.0 ３  0.0

（うち金銭の信託運用損） （ １） （ －） （ －）

（ う ち 有 価 証 券 売 却 損 ） （ ２１） （ －） （ ０）

事 業 費       ２，５６４ 17.0       ２，５３５ 18.5 ５，０３８ 17.7

そ の 他 経 常 費 用          ３０９ 2.1          ２４９ 1.8 ９１７ 3.2

経 常 収 支 残 高          ６５９ 4.4          ６９８ 5.1 ＊１    ４２６  1.5

特 別 利 益            ０ 0.0            ― ― １ 0.0

特 別 損 失            １５  0.1            １３  0.1 １４  0.1

契 約 者 配 当 準 備 金 繰 入 額 １００ 0.7            ― ― １８４ 0.6

税 引 前 半 期 収 支 残 高          ５４３ 3.6          ６８５ 5.0   ＊２    ２２９ 0.8

法 人 税 及 び 住 民 税          １９１ 1.3          ３９４ 2.9 ７３    0.3

法 人 税 等 調 整 額            ３８ 0.3            ― ― ６４  0.2

半 期 収 支 残 高          ３１３  2.1          ２９０  2.1 ＊３      ９２ 0.3

　（注）　＊１　平成14年度決算の経常利益を示しています。
　　　　　＊２　平成14年度決算の税引前当期利益を示しています。
　　　　　＊３　平成14年度決算の当期利益を示しています。
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　　　　　　半半半半期期期期報報報報告告告告貸貸貸貸借借借借対対対対照照照照表表表表及及及及びびびび半半半半期期期期報報報報告告告告損損損損益益益益計計計計算算算算書書書書作作作作成成成成のののの基基基基本本本本ととととななななるるるる事事事事項項項項
平成１５年度上半期

１．有価証券の評価基準及び評価方法

有価証券（現金及び預貯金・買入金銭債権勘定のうち有価証券に準じるもの及び金銭の信託において信託財産として運用している有価証

券を含む）の評価は、売買目的有価証券については時価法（売却原価の算定は移動平均法）、満期保有目的の債券については移動平均法に

よる償却原価法（定額法）、その他有価証券のうち時価のあるものについては、9月末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価の算定は

移動平均法）、時価のないものについては、取得差額が金利調整差額と認められる公社債については移動平均法による償却原価法（定額法

）、それ以外の有価証券については移動平均法による原価法によっております。

なお、その他有価証券の評価差額については、全部資本直入法により処理しております。

２．不動産及び動産の減価償却の方法

不動産及び動産の減価償却は、定率法により年間見積額を期間により按分し計上しております。

３．自社利用のソフトウエアの減価償却方法

その他資産に計上している自社利用のソフトウェアについては、利用可能期間に基づく定額法により行っております。

４．引当金の計上基準

(1)貸倒引当金

貸倒引当金は、資産の自己査定基準および償却・引当基準を準用して個別に見積った回収不能見込額を計上しております。破産、民事再

生等、法的・形式的な経営破綻の事実が発生している債務者（以下「破綻先」という）に対する債権および実質的に経営破綻に陥っている

債務者（以下「実質破綻先」という）に対する債権については、債権額から担保の回収可能見込額を控除し、その残額を計上しておりま

す。

(2)価格変動準備金

価格変動準備金は、保険業法第115条の規定に基づき算出した額を計上しております。

5．ヘッジ会計の方法

ヘッジ会計の方法は、「金融商品に係る会計基準の設定に関する意見書」（企業会計審議会  平成11年1月22日）に従い、外貨建預金につ

いては為替の振当処理を行っております。

6．消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、事業費等の費用は税込方式によっております。

なお、資産に係る控除対象外消費税等のうち、税法に定める繰延消費税等については、その他資産に計上の上5年間で均等償却しておりま

すが当上半期の償却額は、年間見積額を期間により按分し計上しております。

また、繰延消費税等以外のものについては、費用処理しております。

7．責任準備金の積立方法

責任準備金は、保険業法第116条の規定に基づく準備金であり、保険料積立金については保険業法施行規則第６９条第４項第４号の規定に

基づいて、5年チルメル式または平準純保険料式により計算しております。なお、当上半期は5年チルメル式を上回る積立を４２７百万円行っ

ております。

注注注注記記記記事事事事項項項項

（貸借対照表関係）
平成１５年度上半期末

1. 不動産及び動産の減価償却累計額は91百万円であります。

2. 担保に供されている資産の額は191百万円であります。なお、担保付き債務の額はありません。

3．  貸付金の うち、破綻先債権、延滞債権、 3カ 月以上延滞債権お よび 貸付条件緩和債権の 額は ありませ ん。

注注注注記記記記事事事事項項項項

（損益計算書関係）
平成１５年度上半期

１．   当上半期報告から期末決算時と処理を合わせるため、5年チルメル式を上回る責任準備金の積立ておよび契約者配当準備金の繰り入れを行って

おります。 

この結果、従来の方法によった場合と比べ、経常収支残高は４２７百万円、税引前半期収支残高は５２８百万円減少しております。

２．   一部の項目につきましては見積等の簡便な計算を行っているため、当半期損益計算における収益と費用の差額は、半期収支残高として示

しております。
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６６６６．．．．経経経経常常常常収収収収支支支支残高残高残高残高等等等等のののの明細明細明細明細（（（（基基基基礎礎礎礎利利利利益益益益））））

　（単位：百万円）

平成１５年度上半期 平成１４年度上半期 平成１４年度

基礎利益　　　　　　　　　　Ａ 534 777 1,533

キャピタル収益 135 35 73

金銭の信託運用益 ― ― ―

売買目的有価証券運用益 ― 0 0

有価証券売却益 135 35 73

金融派生商品収益 ― ― ―

為替差益 ― ― ―

その他キャピタル収益 ― ― ―

キャピタル費用 23 ― 0

金銭の信託運用損 1 ― ―

売買目的有価証券運用損 ― ― ―

有価証券売却損 21 ― 0

有価証券評価損 ― ― ―

金融派生商品費用 ― ― ―

為替差損 ― ― ―

その他キャピタル費用 ― ― ―

キャピタル損益　　　　　　　　　Ｂ 112 35 73

キャピタル損益含み基礎利益　Ａ＋Ｂ 646 813 1,606

臨時収益 12 ― ―

再保険収入 ― ― ―

危険準備金戻入額 12 ― ―

その他臨時収益 ― ― ―

臨時費用 ― 114 1,180

再保険料 ― ― ―

危険準備金繰入額 ― 114 181

個別貸倒引当金繰入額 ― 0 ―

特定海外債権引当勘定繰入額 ― ― ―

貸付金償却 ― ― ―

その他臨時費用 ― ― ＊1         998

臨時損益　　　　　　　　　　　　Ｃ 12 ▲114 ▲1,180

経常収支残高　　　　　　Ａ＋Ｂ＋Ｃ 659 698 ＊2         426

    （注） ＊１ 「その他臨時費用」の内訳は、前期における「責任準備金積立計画」の積増額を超えて積み立てた責任準備金積増額９９８

              百万円です。

＊ ２　平成14年度決算の経常利益を示しています。
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７７７７．．．．債債債債務務務務者者者者区区区区分分分分にににによよよよるるるる債債債債権権権権のののの状状状状況況況況

（単位：百万円，％）

区　　　　分 平成１５年度上半期末 平成１４年度上半期末 平成１４年度末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 ― 0 ―

危険債権 ― ― ―

要管理債権 ― ― ―

小計
（対合計比）

―
（　　　　　―　）

0
（    　　　0.0　）

―
（　　　　　―　）

  正常債権 2,486 1,822 2,162

合計 2,486 1,822 2,162

（注）１． 破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債
     務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

     ２． 危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債
          権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。

３． 要管理債権とは、3ヵ月以上延滞貸付金及び条件緩和貸付金です。なお、3ヵ月以上延滞貸付金とは、元本又は
    利息の支払が、約定支払日の翌日から3ヵ月以上遅延している貸付金（注１及び２に掲げる債権を除く。）、  
    条件緩和貸付金とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本
    の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸付金（注１及び２に掲げる債権並びに3カ
    月以上延滞貸付金を除く。）です。

     ４． 正常債権とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、注１から３までに掲げる債権以外
          のものに区分される債権です。　

８８８８．．．．リリリリススススクククク管管管管理理理理債債債債権権権権のののの状状状状況況況況

                                                         （単位：百万円，％）

区　　分 平成１５年度上半期末 平成１４年度上半期末 平成１４年度末

破綻先債権額 ― 0 ―

延滞債権額 ― ― ―

３ヵ月以上延滞債権額 ― ― ―

貸付条件緩和債権額 ― ― ―

合計 ― 0 ―

（貸付残高に対する比率） （　　　　― ） （ 　　　0.0 ） （　　　　― ）

（注）１． 破綻先債権は、元本または利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本または利息の
         取立てまたは弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸付金（未収利息不計上貸付金）のうち、
         会社更生法、民事再生法、破産法、商法等による手続き申立てにより法的倒産となった債務者、または手形交換
         所の取引停止処分を受けた債務者、あるいは、海外の法律により上記に準ずる法律上の手続き申立てがあった債
         務者に対する貸付金です。
２． 延滞債権は、未収利息不計上貸付金であって、上記破綻先債権及び債務者の経営再建または支援を図ることを目

          的として利息の支払を猶予したもの以外の貸付金です。
３． 3ヵ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から3ヵ月以上遅延しているもので、破綻先債

 権、延滞債権に該当しない貸付金です。
     ４．  貸付条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元
          本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行ったもので、破綻先債権、延滞債権および3ヵ
         月以上延滞債権に該当しない貸付金です。
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　　富士生命保険株式会社

９９９９．．．．ソソソソルベルベルベルベンンンンシシシシーーーー・・・・ママママージージージージンンンン比比比比率率率率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

項　　　目
平成１５年度
上半期末

平成１４年度
上半期末

平成１４年度末

ソルベンシー・マージン総額　（Ａ） 19,339 17,894 20,524

資本の部合計 9,403 9,330 9,193

価格変動準備金 73 56 57

危険準備金 1,157 1,103 1,170

一般貸倒引当金 － － －
その他有価証券の評価差額×９０％
（マイナスの場合１００％） 2,697 3,120 4,598

土地の含み損益×８５％
（マイナスの場合１００％） － － －

負債性資本調達手段等 － － －

控除項目 － － －

その他 6,007 4,283 5,504

リスクの合計額　 R1
2＋(R2＋R3)2 ＋Ｒ4（Ｂ） 1,309 1,244 1,299

保険リスク相当額　　　　　Ｒ1 1,055 1,013 1,075

予定利率リスク相当額　　　Ｒ2 76 68 71

資産運用リスク相当額　　　Ｒ3 607 566 563

経営管理リスク相当額　　　Ｒ4 52 49 51

ソルベンシー・マージン比率
　　　　　　　 （Ａ）
　　　　 （１／２）×（Ｂ）

　

 2,953.0％

　

 2,875.2％

　

3,158.0％

（注）１．上記は、保険業法施行規則第８６条、第８７条、第１６１条、第１６２条及び
　　　　　第１９０条、平成８年大蔵省告示第５０号の規定に基づいて算出しています。
       ２．「資本の部合計」は、貸借対照表の「資本の部合計」から、株式等評価差額金を控除
           した額を記載しています。なお、上半期末においては前事業年度の翌期配当所要額の
           ２分の１も控除しています。

１１１１００００．．．．特特特特別別別別勘勘勘勘定定定定のののの状状状状況況況況

　　該当ありません。

以   上

×１００
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